
 

 

 

日本行動計量学会会報 第 142 号                                 2014 年 9 月 1 日 

1 

 

学会名誉会員に選ばれた御礼と雑感 

久保 武士 

2013 年度の行動計量学会名誉会員に選ばれ大

変名誉なことと嬉しく思っています．させる業績

もないのに面はゆい気がしますし，恐縮してもい

ます．しいて申せば，行動計量学会の設立当初よ

りかかわりあっていたことが或いは評価されたの

かもしれないと憶測しています． 

学会とのかかわりあいは，先般亡くなられた柳

井晴夫先生との出会いに始まります．先生が東大

医学部保健学科に在職されていたとき，私は東大

産婦人科のいまでいうレジデントでしたが，骨盤

写真の読影過程に判別関数を使うことについてお

教えを乞うたのが切っ掛けです． 

骨盤の大きさに比べて胎児の頭が大きすぎる

と普通に分娩できず，帝王切開が必要になります．

レントゲン写真の色々な計測値から児頭の骨盤通

過可能性を判定するのですが，判読過程に線形判

別関数を使うという試みです．当時は出来るだけ

帝王切開によらずに普通に分娩させることが，産

科医の技量だと評価されていて多くの産科医は経

膣分娩の達成に腐心していました．昨今は放射線

被ばくや脳性まひのリスクなどを避けるため，簡

単に帝王切開を選ぶのが一般的な風潮になってい

ます． 

柳井先生にはいろいろ教わることが多かった

のですが，一番印象的だったのは多変量解析の

様々な手法を斜影子を使って簡潔に表現した論

文？ でした． 

ごてごて？ した色々な手法にすっきりした

見通しを与えているのに感心しました．柳井先生

は亡くなる前にビッグデータに関心をお持ちだっ

たと伺いましたが，コンピューターのメモリーが

ギガからテラ(＝1012)バイトの時代になると所謂

従来の統計学では片付かず，もっと進化した手法

が必要になるのではないでしょうか． 

膨大なデータをまえにして本質を見抜く力，つ

まり抽象化能力が必要と思われますが，データの

縮約には実際的には因子分析や主成分分析が考え

られます．そのための超高次元の逆行列なんぞは

簡単に計算できるのでしょうか(スーパーコンピ

ューターなどを使うと単に計算できるのかもしれ

ませんが)． 

過日丸善書店の洋書部で偶々柳井先生が筆頭

著者の逆行列の英書を見附ました．高根先生も共

著者だったような気がしますが，どなたを筆頭に

するか，その経緯を会報か何かで拝見した記憶が

あります． 

先生が病をえても学者として活躍しておられ

るのに感服したしだいです． 

最近「統計学は最強の学問である」という書名

の本を見ましたが，著者が当学会の会員のどなた

かと思いましが，どなたでもなかったのに少しが

っかりしました．と申しますのは今こそ行動計量

学の出番でないかと思量するからです． 

昨今デイオバンという降圧剤の評価について

の論文の不正が取沙汰されておりますが，多くの

大学臨床教室は薬効評価についての研究をする資

格にかけるのではないかと愚考します．マスコミ

から大学にどうしてその会社の薬剤の評価を会社

の職員に委ねたのかと質問されたとき，大学には

データ分析の専門家がいないからと答えて，それ

では研究の資格が無いのではないですかと厳しく

咎められていました． 

正直といえば正直なのでしょうが，本当は研究

を企画立案する段階で会社とは独立な統計学者や
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疫学者を加えて研究を実施し，結果の分析，評価

や解釈もその専門家に委ねるべきと思います． 

多額の研究費を会社から貰って行う研究です

からその会社の薬の評価には世間が疑いをさしは

さむ可能性が常にあります．そのような疑いを払

拭する意味でも，明朗で客観的な研究をするべき

でしょう． 

デイオバンについての論文はLANCET という

査読の厳しい一流雑誌に掲載されたのですが，そ

のような論文にすら不正があるとすれば，世間は

一般に我が国の薬の評価には疑惑の念を抱きかね

ません． 

薬効の評価などは優れて行動計量学的な問題

と思います．行動計量学会には，そのような研究

に参画できる優れた人材が一杯いると思います．

第一後藤昌司氏や大橋靖雄氏のような第一級の医

学統計の専門家がおられるのに，どうしてデイオ

バン問題のような不祥事が起きるのか不思議です． 

もっとも統計解析には分析対象について，首ま

でつかるほどの深い理解が不可欠と言われていま

す．とすれば統計家にも大変な知的作業が求めら

れ専門家を養成するのは容易でないかもしれませ

ん．統計家もそれぞれいくつかの専門領域を持つ

必要があるように思えます．従ってその必要性は

よく理解できているが相応しい統計家が少ししか

居なくて見つけられないのが実情でしょうか． 

The NEW ENGLAND JOURNAL of 

MEDICINE のような欧米の一流臨床雑誌に掲載

される論文には必ずといってよいほど statistical 

analysisという一項があり統計学者による詳細な

データ分析の方法や結果が記載されています． 

私が臨床医であるだけに，一部立派な研究があ

るにも関わらす，我が国の臨床研究全般に対する

不信の気持ちを抑えきれません．   妄言多謝 

(くぼ・たけし，日本行動計量学会名誉会員) 

久保 武士(くぼ・たけし) 

龍ヶ崎済生会病院院長 

昭和 36年東京大学医学部医学学科卒業，

昭和 43年東京大学医学部研究科博士課程

修了．平成4年筑波大学臨床医学系教授(産

婦人科)，平成 6 年日本母性衛生学会茨城

地方部会長，平成 12年茨城県済生会理事

就任，平成13年龍ヶ崎済生会病院院長．現在に至る． 

日本行動計量学会第42回大会のお知らせ 

大会実行委員会副委員長(事務取扱) 

倉元直樹(東北大学) 

 

 皆さま，暑い夏を如何お過ごしでしょうか？ 

これまでも何度かお知らせいたしましたが，

2014 (平成26) 年9月2日(火)～5日(金)の会期で，

東北大学において日本行動計量学会第 42 回大会

を開催いたします．準備が遅れがちの今大会です

が，何とか 7 月中にはプログラムをまとめ，8 月

上旬に会員の皆様のお手元にお届けいたしました．

すでに8月12日(火)に事前参加申し込みを締め切

らせていただきましたが，当日受付でのご参加も

可能ですので，お一人でも多くの方々のご参加を

お待ちしております．また，非会員の方でも，当

日，大会受付にて入会申し込みをしていただきま

すと，入会手続き中として，会員扱いでの参加が

可能です．ぜひとも，お近くの非会員の方もお誘

いあわせの上，お越し下さい． 

今大会は2か所の会場で開催いたします．大会

初日のチュートリアルセミナー，および，大会 2

日目と最終日の一般研究発表，特別セッション企

画は川内北キャンパス講義棟C棟，大会 3日目(9

月4日［木］)のイベントは川内南キャンパスの東

側に立地する「東北大学百周年記念会館 川内萩

ホール」で開催させていただきます．道路を挟ん

で徒歩5分程度の距離ですが，お間違えのないよ

うにお越し下さい． 

東北大学百周年記念会館は旧東北大学記念講堂を

改装して2008年(平成20年)10月に完成したもので

す．1,200 席あまりの規模の大ホールは，世界水準

の音響と学術会議機能を備えたホールであり，学術

会議や講演会のほか，音楽コンサートなどを楽しん

でいただける施設となっています．午前中には，村

上隆会員(中京大学)企画・司会，林文会員(東洋英和

女学院大学)・吉野諒三会員(統計数理研究所)指定討

論で，トロント大学(カナダ)から西里静彦先生をお招

きして，「数量化理論――部分空間と全空間の多次元

解析――」と題した特別講演を開催いたします．その

後，同じ会場で総会を実施いたしますので，引き続

きご出席いただければ幸いです． 
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また，午後には一般にも無料で開放する公開イベ

ントとして，ミニコンサート，および，公開シンポ

ジウムを企画しました．ミニコンサートでは，東北

大学混声合唱団，東北大学学友会吹奏楽部の公演を

予定しています．午後のひと時をゆっくりお楽しみ

下さい．また，「東日本大震災被災地における住民の

意向の把握とその課題」と題した公開シンポジウム

を行います．基調講演者には衆議院議員井上義久氏

(東北大学工学部金属加工学科卒，東北ブロック選

出)をお迎えすることになりました．その後のシンポ

ジウムにも併せてご参加いただければ幸いです． 

同会館には大ホール(萩ホール)の他に三つの会

議室が付設されております．公開シンポジウムの

後，夕方には仕切りを外して一続きの大会議室と

して懇親会を開催いたします．どなたでもお楽し

み頂けますように仙台の名物を取り揃えてお待ち

しております．移動時間もほとんどかかりません

ので，奮ってご参加下さい． 

本大会が有意義な会となりますように，実行委

員一同，微力ながら最善を尽くし，皆さまをお待

ち申し上げております．どうかよろしくお願いい

たします． 

 

 

(萩ホール２階客席から舞台を望む 

写真提供：東北大学百周年記念会館) 

 

・東北大学百周年記念会館萩ホールwebサイト 

http://www.bureau.tohoku.ac.jp/hagihall/ 

 

 

 

○大会開催要項 

日時：2014年9月2日(火)～5日(金) 

  (9月2日はチュートリアルセミナーです) 

  会場：東北大学川内北キャンパス 

(仙台市青葉区川内41) 

     東北大学百周年記念会館川内萩ホール

(仙台市青葉区川内40) 

大会実行委員長： 

木村邦博(東北大学文学研究科) 

大会webサイト： 

http://bsj.wdc-jp.com/2014/ 

 ・日本行動計量学会第 42 回大会は東北大学大

学院文学研究科との共催事業です． 

 

○スケジュール 

9月2日(火) 

受付開始：13:00 

会場：川内北キャンパス講義棟C棟 

時間：13:30 ～ 16:30 

内容：チュートリアルセミナー 

9月3日(水) 

受付開始：9:00 

会場：川内北キャンパス講義棟C棟 

時間：9:30 ～ 17:15 

内容：特別セッション，一般セッション 

9月4日(木) 

受付開始：9:00 

会場：東北大学百周年記念会館川内萩ホール 

   9:30～11:00 特別講演 

11:15～12:15  総会 

〔公開企画(参加費無料)〕 

13:15～14:15 ミニコンサート 

14:30～17:45 公開シンポジウム 

       第一部 基調講演 

     第二部 シンポジウム 

18:00～20:00 懇親会 

9月5日(金) 

受付開始：9:00 

会場：川内北キャンパス講義棟C棟 

時間：9:30 ～14:45 

内容：特別セッション，一般セッション 

http://www.bureau.tohoku.ac.jp/hagihall/
http://bsj.wdc-jp.com/2014/
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○チュートリアルセミナー 

日時：2014 年9月2日 (火) 13:30 ～ 16:30 

テーマ：消費者行動データ分析のための構造モデ

リング―入門からビッグデータ活用まで― 

講師：石垣司(東北大学大学院経済学研究科) 

場所：東北大学川内北キャンパス講義棟C棟 

概要：ビッグデータ時代の潮流を受け，消費者行

動を理解するためのデータ分析は学術界・産業界

の両者においてますます重要なトピックとして認

識されている．本チュートリアルセミナーでは消

費者行動データ分析のための構造モデリングの理

論と実践について解説する． 

はじめに，①消費者行動の要因(販促・環境など)

と結果(購買・非購買など)の因果構造を確率モデ

ルとして表現するアプローチを紹介する．具体的

には，古典的な離散選択モデルから始めて，階層

ベイズモデリングによる消費者異質性モデルにつ

いて解説する．次に，②機械学習やデータマイニ

ングなどの帰納的方法論による購買行動分析や構

造抽出を目指すアプローチを紹介する．具体的に

はトピックモデルやベイジアンネットワークなど

の手法について解説する．また，①と②の両アプ

ローチの違いと長所・短所についても解説する．

③最後に，構造モデリングを用いてサービス産業

の持続的成長を実現するためのビッグデータ活用

の実践を紹介・解説する． 

チュートリアルセミナー参加費 

正会員 4,000円 

学生 3,000円 

賛助会員 4,000円 

非会員 5,000円 

 

○特別講演 

 企画・司会：村上隆(中京大学) 

 指定討論：林文(東洋英和女学院大学) 

      吉野諒三(統計数理研究所) 

 講演者：西里静彦 

(トロント大学〔カナダ〕名誉教授) 

 題目：数量化理論 

―部分空間と全空間の多次元解析― 

 場所：東北大学百周年記念会館 川内萩ホール 

 日時：2014 年9月4日 (木) 午前 

企画主旨：西里静彦先生は，質的データの数量

化に関する理論的・経験的研究を続けられ，そ

の成果は，いまさら言うまでもなく国際的に高

い評価を受けています．今回の特別講演では，

先生の50年以上にわたるご研究を背景とした，

データ解析に関する最新のお考えについてお

話しいただきます．先生にもご参画いただいた

本学会の設立当時を思わせる自由で闊達な討

論が起こることも期待されます． 

 

○公開企画(参加費無料) 

〔ミニコンサート〕 

出演サークル： 

東北大学学友会吹奏楽部 

(http://www.tohoku-wind.org/index.shtml) 

東北大学混声合唱団 

(http://tohoku-uv-konsei.lolipop.jp/) 

〔公開シンポジウム〕 

テーマ：東日本大震災被災地における住民の意向の

把握とその課題 

日時：2014 年9月4日 (木) 午後 

場所：東北大学百周年記念会館 川内萩ホール 

概要：今後の復興に向けて被災地の住民の意向をど

う把握するのか，今回の震災特有の課題は何なのか，

行政・マスメディア等，それぞれの観点から議論す

る． 

第一部 基調講演 

「東日本大震災に対する政治の使命」 

講演者：衆議院議員 井上義久氏 

(東北大学工学部金属加工学科卒， 

東北ブロック選出) 

第二部 シンポジウム 

「東日本大震災被災地における住民の意向の把握

とその課題」 

コーディネータ： 

河村和徳(東北大学大学院情報科学研究科) 

パネラー： 

郷内俊一氏(仙台市) 

大江秀則氏(河北新報) 

石川俊之氏(サーベイリサーチセンター) 

http://www.tohoku-wind.org/index.shtml
http://tohoku-uv-konsei.lolipop.jp/
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コメンテータ：後藤心平(ＦＭ仙台パーソナリティ) 

・公開シンポジウムは東北大学大学院情報科学研

究科との共催事業です． 

 

○大会参加費 

正会員 6,000円 

学生 4,000円 

賛助会員 6,000円 

非会員 10,000円 

・参加費には抄録集 1 冊を含みます． 

・正会員には名誉会員・シニア会員を含みます． 

・学生の参加費には準会員・非会員の区別はあり

ません． 

・賛助会員は3名様まで無料です．事前に参加券

を3枚お送りしますので，この券を持参された

方が対象です．4 人目以降は，上記金額です．

なお，事前参加申込みにより無料の登録を行っ

た方も，当日必ず参加券をご持参下さい． 

・抄録集は 1 冊 3,000 円で頒布します． 

・公開企画のみの参加は無料です． 

 

○懇親会 

懇親会は，9 月 4 日(木)18:00～20:00 に東北大

学川内南キャンパス東北大学百周年記念会館川内

萩ホール会議室にて行います． 

・懇親会費：5,000 円 

・定員に達した場合は受付を終了することがあり

ます． 

 

○アクセス 

仙台市営バスによる仙台駅前バスプールから

のアクセス情報です． 

・9番のりば(全てのバスが会場最寄りの停留所を

経由します) 

行き先： 

宮教大・青葉台行，青葉通経由動物公園循環 

 下車停留所(所要時間・運賃)： 

東北大川内キャンパス・萩ホール前 

(約15分，運賃180円) 

・16 番のりば(本数がやや少なく，東北大学百周

年記念会館からは遠くなります) 

 行き先： 

  広瀬通経由交通公園・川内営業所行 

広瀬通経由交通公園循環 

 下車停留所(所要時間・運賃)： 

  川内郵便局前(約15分，運賃180円) 

タクシーの利用も可能です．通常の交通状況の

場合，所要時間 10 分程度，料金は 1,500 円程度

です． 

周辺地図は，第42回大会webサイト 

http://bsj.wdc-jp.com/2014/ 

のアクセス情報をご利用下さい． 

 

○宿泊情報 

以下のＵＲＬに東北大学生活協同組合提供の

宿泊情報が掲載されています． 

https://www.u-coop.or.jp/tohoku/society/bsj/ 

index.php 

 

○昼食について 

大会期間中の昼食時間帯には，キャンパス内に

ある東北大学生活協同組合の食堂が営業しており

ます．大会プログラムをご覧下さい． 

 

○お問い合わせ先 

・Web での手続き関係は大会ヘルプデスク

(bsj-desk@bunken.co.jp)までお願いします． 

・大会全般の問い合わせは，第 42 回大会実行委

員会(bsj2014@he.tohoku.ac.jp)までお寄せ下さ

い． 

・大会期間中の大会事務局の電話番号は以下の通

りです． 

070-6987-8827 

 

○第42回大会実行委員会 

木村邦博(東北大学)(委員長) 

倉元直樹(東北大学)(副委員長) 

熊谷龍一(東北大学)(事務局長) 

河村和徳(東北大学) 

菊地賢一(東邦大学) 

村木英治(東北大学) 

鈴鴨よしみ(東北大学) 

http://bsj.wdc-jp.com/2014/
https://www.u-coop.or.jp/tohoku/society/bsj/index.php
https://www.u-coop.or.jp/tohoku/society/bsj/index.php
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2014年度統計関連学会連合大会について 

(第三報) 

2014年度統計関連学会連合大会 

運営委員会委員長 山田 剛史(岡山大学) 

実行委員会委員長 大森 裕浩(東京大学) 

 プログラム委員会委員長 西郷 浩(早稲田大学) 

 

 2014年度統計関連学会連合大会の第一報，第二

報に続き，「第三報」をお届けします．本報が本大

会に関する最後のご案内です．本報は連合大会に

ついて簡潔にまとめを行い，皆様の便宜をはかり

たいと思います．今後，詳細プログラムや変更事

項は，連合大会のウェブページ 

http://www.jfssa.jp/taikai/2014/ 

に掲載いたしますので，どうぞご参照下さい． 

 既に 5 月 8 日(木)から 6 月 9 日(月)までの間で

講演申し込みを受け付けいたしました．おかげさ

まで，企画セッション講演 81件(企画セッション

20)，コンペティション講演29件，一般講演203

件の申し込みを頂きました．これに加えて，ソフ

トウェアセッション6講演があり，総講演319件

となりました．誠にありがとうございました． 

 

1．日程など 

 本大会に関する今後の日程は次の通りです． 

大会開催日程： 

9月13日(土)から16日(火)までの4日間 

・9月13日(土)：チュートリアルセッションと市

民講演会 

・9月14日(日)～16日(火)：本大会 

場所：東京大学本郷キャンパス 

共催：応用統計学会，日本計算機統計学会， 

日本計量生物学会，日本行動計量学会， 

日本統計学会，日本分類学会， 

統計教育大学間連携ネットワーク* 

*(略称 JINSE)文部科学省 大学改革推

進等補助金 大学間連携共同教育推進事業 

平成 24 年度採択「データに基づく課題解

決型人材育成に資する統計教育質保証」 

懇親会：9月15日(月)18:10 ～ 20:00 

(本郷キャンパス内の「山上会館」) 

事前参加申込：7月17日(木)9:00  

～8月20日(水)17:00 

報告集原稿締切：7月 8日(火)17:00 

 

2．会場 

 本大会は，初日の9月13日(土)に，チュートリ

アルセッションと市民講演会を東京大学本郷キャ

ンパスの経済学研究科棟で開催します．2 日目か

ら 4 日目の 9 月 14 日(日)から 16 日(火)に，各種

セッション講演を同所の経済学研究科棟，経済学

研究科学術交流棟(小島ホール), 教育学部棟，赤門

総合研究棟, 医学部 1号館および 2号館で行いま

す． 

東京大学本郷キャンパス  

〒113-8654 文京区本郷7-3-1 

電話: 03-3812-2111(代表) 

(1) 東京大学本郷キャンパスへのアクセスは，連

合大会ウェブページの「会場」欄をご参照下さい．

東京メトロ丸ノ内線本郷三丁目駅から徒歩約8分，

都営地下鉄大江戸線本郷三丁目駅から徒歩約5分

です．  

(2) 「経済学研究科棟」などへのアクセスも，ウ

ェブページの「会場」欄をご参照下さい． 

(3) 9 月 14 日(日)，15 日(月)に東京大学構内で昼

食が取れる場所は，中央食堂(安田講堂前広場地

下)と一部のカフェのみとなります. 

(4) 懇親会は， 9月15日(月)夕方に東京大学本郷

キャンパス内にある「山上会館」で行います． 

(5) 無線LANサービスの提供はございません． 

 

3．参加申し込み 

 連合大会ウェブページで，大会と懇親会に事前

申し込みできます．連合大会ウェブページの「申

込」欄よりお手続き下さい．事前申し込み期間は

2014年7月17日(木)9:00から8月20日(水)17:00

までです．カード決済と銀行振り込みがあります．

事前申し込みにより，参加費等が大幅に割り引か

れます．ぜひご利用下さい． 

 大会参加費(講演報告集代を含む)，チュートリ

アルセッション参加費(資料代を含む)とも会員(共

催 6 学会の学会員)・学生(学会員，非会員を問わ

http://www.jfssa.jp/taikai/2014/
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ず)・学生以外の非会員により参加費が異なります．

また，懇親会参加費も，一般(学会員・非会員を問

わず)・学生(学会員・非会員を問わず)により参加

費が異なります．詳しくはウェブページの「大会

詳細」をご覧下さい．市民講演会は無料です．  

 なお，統計関連学会連合所属学会会員以外の招

待者(企画セッション講演者，討論者等)の方を除

き，すべての講演者(一般・企画セッション・コン

ペティション講演を問わず)の方も参加申し込み

の手続きが必要です．お忘れなきよう，よろしく

お願いいたします． 

 

4．保育室 

今年度は，保育室を開設します(完全予約制)． 

※会場準備のため締め切りが早くなっております

のでご注意下さい． 

設置期間： 9月14日(日)～16日(火)(13日は設置

しません)  

設置時間：プログラム開始30分前から終了30分

後まで  

場所：原則として，東京大学本郷キャンパス内  

対象：原則0歳児から6歳児(小学校入学前)まで  

保育者：保育士 

締切： 8月8日(金)17:00 

申込先：佐藤整尚(実行委員) 

seisho_at_e.u-tokyo.ac.jp (_at_を@に変更下さい)  

完全予約制ですので, 利用を希望される方は，

できるだけ早くメールにて上記までご連絡下さい．

詳細についてお知らせいたします．また，お問い

合わせの際には，暫定の利用日時とお子様の年齢

をお知らせいただけると助かります．詳細な利用

規定や正式の申込書・同意書については，後日お

送りいたします．  

 

5．大会プログラム 

 プログラムおよび大会案内は連合大会ウェブペ

ージで公開し(8月上旬までに公開予定)，各学会に

もお知らせします．ウェブページには HTML 版

および PDF 版を用意いたします．プログラムは

講演報告集にも掲載します．各学会を通じての印

刷物，冊子配布はございません．ご注意下さい． 

 なお，講演者および共同発表者の所属は原則と

して講演申し込み時に入力頂いたものです． 

 

6．チュートリアルセッション 

 チュートリアルセッションのテーマは下記の 2

つです．具体的な内容については，第二報をご覧

下さい．多くの方々のご参加をお待ちしておりま

す． 

日時：2014年9月13日(土) 13:00～16:00  

場所：東京大学本郷キャンパス経済学研究科棟  

1階 

受付開始：12:30 

テーマ 1：公的統計の二次的利用－申請手続きを

中心に 

講演者：小林良行 先生 (元総務省 統計研修所)・ 

中村英昭 先生(総務省) 

場所：経済学研究科棟3階 第2教室 

テーマ2 ：マッチングと統計解析 

講演者：岩崎 学 先生(成蹊大学) 

場所：経済学研究科棟地下1階 第1教室 

 2 つの講演は同じ時間帯に開催されますので，

どちらか一方のテーマをお選び下さい．なお，途

中でもう一方のテーマへ移動されても追加料金は

かかりません． 

 事前参加受付は，2014年度統計関連学会連合大

会のウェブページの「申し込み」欄から手続きで

きます(8月20日(水)17時まで)．当日参加も受け

付けますが，あらかじめ参加費を納めていただく

場合，大幅な割引が受けられます．当日受付の場

合，参加費(資料代含む)は，会員(共催，協賛の 6

学会の会員)4,000 円，学生(会員・非会員を問わ

ず)4,000円です．学生以外の非会員は8,000円で

す． 

 

7．市民講演会 

 市民講演会は，以下のテーマで2名の先生方に

ご講演をお願いいたしました．具体的な内容につ

いては，第二報をご覧下さい．2 つの講演は別の

時間帯に開催されますので，両方参加することも

できます．多くの方々のご参加をお待ちしており

ます．参加費は無料です． 
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日時：2014年9月13日(土) 16:30～18:00 

場所：東京大学本郷キャンパス経済学研究科棟 

地下1階  第1教室 

受付開始：15:30  

テーマ1 ：統計からみた保険の仕組み 

講演者：杉田 健 先生(三井住友信託銀行) 

時間：16:30～17:15 

テーマ2 ：漱石の目指した統計科学 

講演者：椿 広計 先生(統計数理研究所) 

時間：17:15～18:00 

 

8．企画セッション，ソフトウェア・デモンスト

レーションセッション一覧 

 企画セッションとソフトウェア・デモンストレ

ーションセッションを設けます．各セッションが

配置されている時間帯，会場，テーマとオーガナ

イザー氏名(所属)は以下の通りです．詳細プログ

ラム，テーマのねらいや講演者・講演タイトル等

につきましては連合大会のウェブページをご覧下

さい． 

 

企画セッション名とオーガナイザー 

9月14日(日)10:00～12:00 

A会場 スポーツにおけるビッグデータの活用 

酒折文武(中央大学) 

B会場 日本計量生物学会シンポジウム：メタア

ナリシスにおける最近の展開 手良向聡(金沢大

学)・野間久史(統計数理研究所) 

E会場 GLS の理論的研究の魅力と実証的有効

性 倉田博史(東京大学) 

 

9月14日(日)13:00～15:00 

A会場 公的統計におけるオープンデータ化の

取組 坂下信之(統計センター) 

B会場 日本計量生物学会 奨励賞受賞者講演 

手良向聡(金沢大学) 

F会場 金融リスク管理における統計的方法 

塚原英敦(成城大学) 

 

9月14日(日)15:30～17:30 

A会場 データ中心政策科学の実践と展開 北

川源四郎(情報・システム研究機構)・椿広計(統計

数理研究所) 

C会場 日本分類学会シンポジウム：主成分分析

の拡張と新展開 足立浩平(大阪大学) 

 

9月15日(月)10:00～12:00 

A会場 法・裁判と統計学 石黒真木夫(統計数理

研究所名誉教授) 

B会場 ビッグデータ/オープンデータ利活用人

材育成に向けた統計教育の推進と質保証 藤井良

宜(宮崎大学)・竹内光悦(実践女子大学)・渡辺美智

子(慶應義塾大学) 

I会場 応用統計学会 学会賞受賞者講演 大西

俊郎(九州大学)・黒木学(統計数理研究所) 

 

9月15日(月)13:00～15:00 

A会場 統計科学と保険 小暮厚之(慶應義塾大

学)・田中周二(日本大学) 

B会場 日本統計学会 各賞受賞者記念講演 1 

鎌倉稔成(中央大学) 

I会場 応用統計学会シンポジウム：技術開発プ

ロセスを加速させるための知の統合 竹内惠行

(大阪大学)・渡辺美智子(慶應義塾大学)・椿広計(統

計数理研究所) 

 

9月15日(月)15:30～17:30 

A会場 日本計算機統計学会企画セッション：計

算機統計学による大規模医療・生態系データ解析 

石橋雄一(スタットラボ)・石岡文生(岡山大学) 

B会場 日本統計学会 各賞受賞者記念講演 2 

鎌倉稔成(中央大学) 

C会場 スパース正則化による統計的推測 藤

澤洋徳(統計数理研究所) 

 

9月16日(火)10:00～12:00 

A会場 統計教育大学間連携ネットワーク

(JINSE)の取り組み状況と今後 美添泰人(青山

学院大学) 

B会場 スポーツビジネスの計量分析：プレーヤ

ーとファンの相互作用を探る 水野誠(明治大学) 

C会場 高頻度従属データの推測理論 増田弘
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毅(九州大学) 

 

9月16日(火)13:00～15:00 

B会場 スポーツ統計科学の方法論 竹内光悦

(実践女子大学) 

 

文部科学省科学技術試験研究委託事業「数学・数

理科学と諸科学・産業との協働によるイノベーシ

ョン創出のための研究促進プログラム(略称：数学

協働プログラム)」による数学協働プログラム・ワ

ークショップ「統計科学の最先端と産業界・諸科

学への展開」の開催について 

共催：東京大学経済学研究科・文部科学省(統計数

理研究所)・統計関連学会連合 

9 月 14 日(日)10:00～17:30，15 日(月)10:00～

17:30 

  

企画セッションのうち，「スポーツにおけるビ

ッグデータの活用」,「公的統計におけるオープン

データ化の取り組み」,「データ中心政策科学の実

践と展開」,「法・裁判と統計学」,「統計科学と

保険」,「計算機統計学による大規模医療・生態系

データ解析」については数学協働プログラム・ワ

ークショップ「統計科学の新展開と産業界・社会

への応用」として実施し，参加費無料といたしま

す． 

趣旨：統計科学は，我々の産業界・社会における

広範囲の分野においてその応用が急速に進んでお

り，数学・数理科学的な知識を活用することで様々

な社会現象を解明する試みがなされ，その洞察に

基づいた諸問題に対する解決方法が提案されてい

る．具体的には支配原理や法則が明確ではない諸

現象を確率的な事象として解釈し，そのメカニズ

ムを記述・解明する統計モデルを構築することで

現象の理解・解明・検証を行い，将来の予測や仮

想的なシミュレーションを通じて，諸問題の解決

への提案を行う．本ワークショップは，特に産業

界・社会における新しい課題・ニーズを重視して

上記の6つの企画セッションを取り上げることと

し，統計科学によるそれらの問題への解析・解決

の方法について明らかにしていくことを目的とす

る． 

 

ソフトウェア・デモンストレーション セッション 

 下記の日時・会場で 6 つの報告がございます．

ふるってご参加下さい． 

9月15日(月)13:00～15:00 C会場 

 

9．コンペティション 

 今年度も若手会員の質の高い研究・発表の奨励

を目的としてコンペティションを実施します．コ

ンペティション講演セッションは，9月14日(日)

～15日(月)にD会場で行います．発表時間は質疑

を含めて 20 分とさせていただきます．なお，表

彰式は15日(月)17:40 からB会場にて行います．

詳細は連合大会のウェブページ［コンペセッショ

ンの概要について］をご覧下さい． 

 

10．統計関連学会連合大会特別セッション 

 統計関連学会連合は，大学における統計教育の

指針として，「統計学の各分野における教育課程編

成上の参照基準」を作成しました．統計関連学会

連合は，この参照基準の統計教育・研究上の重要

性に鑑みて，今年度の連合大会において特別セッ

ションとしてこれを取り上げ，討論の場を設けま

す． 

9月16日(月)12:10-12:40  A会場 

統計関連学会連合大会特別セッション 

座長: 鎌倉稔成(中央大学) 

報告者: 岩崎学(成蹊大学)「統計学の各分野におけ

る教育課程編成上の参照基準について」 
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運営委員会より 

運営委員会委員長 大森 拓哉(多摩大学) 

 

第99回行動計量シンポジウム開催のお知らせ 

第99回行動計量シンポジウム「Big Data in 

Psychological Science and Related Disciplines 

－心理学と関連諸領域におけるビッグデータ－」

を以下の日時・場所にて開催いたします． 

 

Big Data in Psychological Science and Related 

Disciplines 

－心理学と関連諸領域におけるビッグデータ－ 

日時：平成26年9月6日(土)13：15～17：50 

会場：専修大学神田校舎7号館3階731教室 

主催：専修大学社会知性開発研究センター／心理

科学研究センター 

共催：日本行動計量学会 

使用言語：英語(通訳なし) 

 

内容 

【趣旨説明】 

13：15～13：20 

岡田 謙介  

心理科学研究センター研究員／専修大学准教授 

 

【研究報告】 

13：20～13：40 

高橋 良幸 

心理科学研究センター ポスト・ドクター 

 

13：40～14：00 

蔵屋 鉄平 

専修大学大学院文学研究科博士後期課程 

澤 幸祐  

心理科学研究センター研究員／専修大学教授 

 

14：10～14：40 

岡田 謙介 

心理科学研究センター研究員／専修大学准教授 

 

【講演】 

14：40～15：40 

Michal Kosinski  

スタンフォード大学 リサーチフェロー 

「Prediction of personal attributes from digital 

records」 

 

15：50～16：50 

大久保 智哉  

独立行政法人大学入試センター 研究開発部助教 

「Changing a large-scale test using 

computer-based testing」 

 

16：50～17：50 

竹内 文乃 

独立行政法人国立環境研究所 環境健康研究セン

ター研究員 

「Insights from a nationwide children’s study」 

 

定員：150名(先着順) 

参加費：無料 

 

※シンポジウムの詳細はこちらよりご確認下さい． 

http://www.senshu-u.ac.jp/research/lab/sidrc/h2

6event_sidrc/20140906.html 

※交通案内はこちらです． 

http://www.senshu-u.ac.jp/univguide/profile/acc

ess/kanda_campus.html 

 

 

【お問合せ】 

専修大学社会知性開発研究センター事務課 

E-mail ： socio@acc.senshu-u.ac.jp 

TEL：044-911-1347  FAX：044-911-1348 

問合せ受付時間 ： 月～金 10：00～16：00 

大学夏期休業日 ： 8月9日(土) ～ 8月17日(日) 

 

※お申し込み時にいただいた個人情報は，本セン

ターからのお知らせや連絡，または個人が特定で

きないようにして統計処理を行う目的で使用しま

す． 

http://www.senshu-u.ac.jp/research/lab/sidrc/h26event_sidrc/20140906.html
http://www.senshu-u.ac.jp/research/lab/sidrc/h26event_sidrc/20140906.html
http://www.senshu-u.ac.jp/univguide/profile/access/kanda_campus.html
http://www.senshu-u.ac.jp/univguide/profile/access/kanda_campus.html
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広報委員会からのお知らせ 

 

広報委員会委員長 松本 渉（関西大学） 

 

日本行動計量学会の Facebook のページの「いい

ね！」の数が100を超えました 

 日本行動計量学会では， Facebookのアカウン

トを 2013年 5月 8日に取得し，ページについて

も https://www.facebook.com/BehaviormetricSociety 

にて7月から一般に公開しています． 

 日本行動計量学会の Facebook ページに「いい

ね！」をクリックすると，学会からのメッセージ

を受け取れるようになっています． 

 ページ公開以来，「いいね！」 の数は順調に増

加し，下図にありますように，本年 5 月 18 日に

は「いいね！」の合計が100を超えました．2014

年8月6日の段階では129となっています． 

 随時，学会に関する情報を配信しておりますの

で，Facebookをご利用の方は，ぜひ下記のURL 

https://www.facebook.com/BehaviormetricSociety 

にアクセス頂き，「いいね！」を押して，学会から

のメッセージをお受け取りください． 

Facebook をご利用でない方もアカウント作成

後，「いいね！」をクリック頂ければ幸いです． 

学会 Facebook ページには，非会員の方でもア

クセスすることができます．ご関心のありそうな

非会員の方がおられましたら，おすすめくだされ

ば幸いです． 

英語版Webページを拡充しました 

以前の会報で予告しておりました英語版の

Webページの拡充ですが，一通り完了いたしまし

たのでご報告いたします． 

これまでは，問い合わせ先とBehaviormetrika

誌の情報に限られましたが，この8月より学会の

基本情報（学会の紹介，理事長挨拶，趣意書，日

本行動計量学会における最近の研究・教育活動，

学会賞）についても英語版を掲載しています． 

会員の皆様におかれましては，ぜひ一度，日本行

動計量学会の英語版Webページ  

http://www.bsj.gr.jp/index_e.html 

をご確認下さい． 

 

会報の同封物の取扱いのご意見を募集します 

140 号，141 号に引き続き，会報の同封物の取

扱いについてのご意見を募集しています． 

会報の広告は，以前より有料で掲載しておりま

す（ただし，学会の目的に沿う広告に限る）が，

同封物については，本学会からのお知らせや大会

のプログラム等にとどめ，それ以外のものについ

ては規定がありません． 

現在，広報委員会では，同封物の取り扱いを検

討しています．ご意見のある会員の方がおられま

したら，ご忌憚なくお寄せ頂ければ幸いです． 

 

 

図 日本行動計量学会Facebookページの「いいね！」の合計の推移 

（表示期間：2013/7/28-2014/8/6）

 

  

https://www.facebook.com/BehaviormetricSociety
https://www.facebook.com/BehaviormetricSociety
http://www.bsj.gr.jp/index_e.html
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『社会と調査』投稿・執筆規定改定のご案内 

一般社団法人社会調査協会『社会と調査』 

編集委員長 谷 富夫 

 

一般社団法人社会調査協会の機関誌『社会と調

査』は創刊以来，投稿資格に関して，日本社会学

会・日本教育社会学会・日本行動計量学会の会員

であれば，社会調査士・専門社会調査士の資格を

有しなくても投稿可能としてきました．これを

2012 年 11 月より改定し，投稿資格者は，本協

会の会員（正会員・準会員・教育組織会員），社会

調査士・専門社会調査士資格取得者とさせていた

だきました． 

この制度改正に伴い，移行措置として，2014

年2月末日までは貴学会会員の投稿を認めており

ましたところ，移行期間の終了に伴い，正式に投

稿資格が改定されましたので，その旨，会員の皆

様へのお伝え致します．また，2014年6月より，

投稿方式も，電子ファイルで送信していただく形

に変更させていただきましたので，あわせてよろ

しくお願い申し上げます． 

なお，投稿・執筆規定の詳細については，社会

調査協会ホームページ（URL：http://jasr.or.jp/），

または 2014 年 9 月刊行予定の『社会と調査』第

13号の巻末でご確認いただけます． 

今後とも変わらぬご愛顧のほどよろしくお願

い申し上げます． 

〔問い合わせ先〕〒113-0033東京都文京区 

本郷5-25-18 メゾン鈴博302 

一般社団法人『社会と調査』編集委員会事務局 

aisr@jasr.or.jp 

 

 

 

学会協賛イベントについて 

事務局長   菊地 賢一(東邦大学) 

 

承認日 協賛イベント 開催年月日 

2014年 

8 月8日 

第17回情報論的学習

理論ワークショップ 

2014年11月

16日～19日 

(2014年6月～2014年8月承認のもの) 

【シリーズ海外レポート⑧】  

 

スタンフォード大学滞在記(後編) 

 小林 哲郎 (国立情報学研究所) 

 

前号では，私が 2012年 2月より 2年間スタン

フォード大学で在外研究を行った際の，主に研究

面で感じたことをご報告いたしました．今回は，

生活一般について書いてみたいと思います． 

 

高騰する家賃に苦しむ 

 スタンフォード大学はご存じの通りシリコンバ

レーの人材供給源として機能しており，近年発展

の目覚ましいIT企業の集積地に位置しています．

グーグルやフェイスブック，その他の無数のスタ

ートアップ企業が集まっているため，非常に活気

のある地域になっています．しかし，こうした IT

企業に勤める高所得者が増えるにつれて生活費の

高騰が問題化しています．特に家賃の上昇が激し

いのが特徴です．私が住んでいたのはメンロパー

ク市というところで，スタンフォードが位置する

パロアルト市に隣接しています．元々家賃も高い

地域だったのですが，フェイスブックの本社がパ

ロアルト市からメンロパーク市に移転してからは

家賃の上昇に拍車がかかっています．私は家族と

ともに滞在しており2ベッドルームの部屋を借り

ていましたが，東京の家賃と比較すると2倍強と

なっていました．こうした状況ではスタンフォー

ドの若手教員も苦しんでおり，家賃の比較的安い

ベイの反対側から通勤している方もいました．サ

ンノゼ市など近隣地域では家賃の高騰によりホー

ムレスになる人が急増しており，その原因として

認知されやすい IT 企業の社員に対して反感を持

つ人も多いようです．たとえば，グーグルなどの

IT 企業はオークランド市などの周辺自治体から

社員の通勤バスを走らせているのですが，こうし

たバスが襲撃される事件が発生しています． 

 私が渡米した 2012 年 2 月ごろはまだ円高傾向

が強く，1ドルが80円程度でした．しかし，ご存

じの通り 2012 年の衆院選前後から円安が進み，

収入が円建ての私のような在外研究者には非常に 

厳しい状況になりました．滞在中は為替相場をチ

http://jasr.or.jp/
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ェックするのが日課となり，両替のタイミングを

気にしていたのを思い出します． 

 

頼りになる日本人コミュニティ 

 ベイエリアはアジア系の人口比が多いのが特徴

ですが，スタンフォード大学内では中国人や韓国

人と比較すると日本人の絶対数は少ないようです．

スタンフォード大学にいる日本人は，教員や留学

生，私のような客員研究員などが主だと思います

が，その数はやはり 80 年代くらいから減少傾向

にあるそうです．50年代からスタンフォード大学

で文化人類学の教鞭をとっておられる日系アメリ

カ人のHarumi Befu先生にお話を伺ったところ，

80 年代のスタンフォード日本人会は規模も大き

く，武道の演武会を開催するなど学内でもプレゼ

ンスが大きかったようです．現在は特に社会科学

系の日本人留学生は少なく，中国人が増える傾向

にあるようです．私が所属していたコミュニケー

ション学部には日本人留学生はいませんでしたし，

よく顔を出していた政治学部ではいわゆる日本人

留学生は1人，アメリカ育ちの日本人の方が1人

という状況でした．やはり日本政治に対する関心

が相対的に低くなっていることも一因のようです．

コンピューターサイエンスや統計学など，シリコ

ンバレーの産業を支える学部でも中国人留学生の

プレゼンスが非常に高くなっており，研究会など

でも議論が白熱してくると人数の多い中国人留学

生が中国語でやり取りし始めてしまうというよう

な話も聞いたことがあります． 

 とはいえ，日本人会は現在でも活発に活動して

おり，特にメーリングリストでの情報交換にはと

てもお世話になりました．私が渡米する際には一

度も現地に下見や部屋探しに行かずに住まいを決

めてしまいましたが，これはスタンフォード日本

人会のメーリングリストで引き継ぎ先を探してい

た方の部屋でした．代々日本人の方が借りてきた

部屋で，家具もすべてそろっており，車も合わせ

て引き継いだため，着いたその日から生活には何

も困りませんでした．こうした情報が渡米前から

得られたのも，日本人会のメーリングリストが活

発に活用されていたおかげでした．また，新年会

やフェアウェルパーティーなどのイベントも開催

されており，他学部の方と知り合う機会や子ども

同士が友達をつくる機会になっていました．ボラ

ンティアで日本人会の運営に当たってくださって

いた留学生の方やそのご家族の方にはとても感謝

しています． 

 

英語のトレーニング 

 アメリカに在外研究に行く日本人研究者にとっ

てやはり英語は1つのハードルになると思います．

私の場合は，研究に関するディスカッションはぎ

りぎり何とかなっていましたが，パーティーや何

気ない日常会話の方が砕けた英語になる分，難し

かったです．ジョークが聞き取れずに一人笑えな

いというありがちなシチュエーションもよくあり

ました．スタンフォード大学には留学生や客員研

究員，その家族など非英語ネイティブがたくさん

滞在しているので，彼らに対する英語プログラム

も充実しています．国際センターでは様々な非ネ

イティブ向けの英語レッスンが無料で提供されて

おり，アメリカの文化や社会，政治などと絡めな

がらボランティアの方が教えています．参加は自

由なので，毎回熱心に行く人もいれば，気が向い

たときだけふらっと行く人もいるようです．非ネ

イティブ同士，友達を作る場としても機能してい

るようでした． 

私はこうした教室でのレッスンには行かず，マ

ンツーマンの英会話を週に1回程度やっていまし

た．これはボランティアが非ネイティブとの会話

につきあってくれるもので，私のパートナーは70

代の投資家でした．時間(とお金)に余裕があり，

かつ日本に非常に関心を持っている方で，とても

話しやすかったです．音楽や食事の趣味も合って

いたので，よく一緒にジャズのライブに行ったり，

レストランに食事に行ったり，家族ぐるみの付き

合いをしていました．滞在中に自分の英語はあま

り上達しませんでしたが，気が合うパートナーと

出会えたことで楽しい時間が過ごせました． 

ただ，英語はもちろん上手に話せた方がいいの

ですが，あまり気にしすぎるのも良くないかなと

思いました．元々非ネイティブはたくさんいます

し，多少文法や発音がおかしくても勢いでしゃべ

ってしまえば伝わるものです．むしろ，多少の間

違いは気にしない鈍感力の方が重要だと思います．

これは聞いた話ですが，スタンフォード大学のあ



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 142 号                                 2014 年 9 月 1 日 

14 

る日本人の先生に「学生の質問が聞き取れなかっ

たらどうしているのですか？」と伺ったところ，

「3 回聞きなおすと学生の方があきらめるから大

丈夫」とお答えになったそうです．やはりそのく

らいの鈍感力(褒め言葉です)と胆力がないと，海

外の一流大学で研究者としてやっていくのは難し

いのかもしれません． 

 

国際色豊かな食文化 

 最後に食事について少しだけ書いてみたいと思

います．よくアメリカは食事がまずいと言います

が，ベイエリア周辺は移民が多いので様々な国の

料理を楽しむことができます．外食をすると食費

がかかるのでなるべくしないようにしていました

が，たまの外食はなかなか日本では食べられない

ような国の食事を選んで食べに行っていました．

特に印象に残ったのはアフガニスタン料理，エチ

オピア料理，ジャマイカ料理などでした．これら

の料理を出すレストランは日本でも探せばあるか

もしれませんが，ベイエリアの場合はそうしたレ

ストランがそれぞれの移民コミュニティの中にあ

るため，味がアメリカナイズされておらず「本場

の味」が楽しめるのが特徴です．中国系の方も多

いので，中華料理も日本より安くておいしいとい

う印象です． 

 自宅ではなるべく日本食を食べていましたが，

たとえば魚などは近所のスーパーではほとんど売

っていないので車で 20 分程度の日本スーパーや

韓国系・中国系スーパーに行って買っていました．

アメリカのスーパーではサーモンやニジマス，ナ

マズ，ティラピアなどが主で，日本人にとっては

魚のバリエーションが少なすぎます．一方，サラ

ダに使う野菜は日本よりも安く手に入りました．

また，日本食はベイエリアでも大変人気で，特に

ラーメン店はかなり増えているようです．私もい

くつか人気店を試してはみましたが，やはりラー

メンは日本の方がおいしいです． 

 

総じて研究・生活面でも非常に充実した在外研

究を過ごすことができました．今後はこの経験を

生かして日本でよい研究をしたいと考えています． 

 

 

 

小林 哲郎(こばやし・てつろう) 

国立情報学研究所情報社会相関

研究系 

准教授 

東京都出身．東京大学文学部卒．同大

学院人文社会系研究科単位取得退学． 

博士(社会心理学)．政治コミュニケーシ

ョンを中心に研究．2013年～日本行動計量学会広報委員． 

 

 

 

関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 

(開催日順に掲載) 

 

☆第30回ファジィシステムシンポジウム

（FSS2014） 

（日本行動計量学会協賛） 

開催日：2014年9月1日～3日 

開催場所：高知城ホール（高知市） 

http://fss2014.j-soft.org/ 

 

☆第16回日本感性工学会大会  

（日本行動計量学会協賛） 

開催日：2014年9月4日～6日 

開催場所：中央大学後楽園キャンパス 

http://www.jske.org/taikai/jske16/ 

 

☆WAPOR 67th Annual Conference 

開催日：2014年9月4日～6日 

開催場所：Nice, France 

http://wapor.org/67th-annual-conference/ 

 

☆第24回日本家族社会学会大会  

開催日：2014年9月6日～7日 

開催場所：東京女子大学 

http://www.wdc-jp.com/jsfs/conf/2014/index. 

html 

 

☆日本心理学会第78回大会  

開催日：2014年9月10日～12日 

開催場所：同志社大学今出川キャンパス 

http://jpa2014.com/ 

http://fss2014.j-soft.org/
http://www.jske.org/taikai/jske16/
http://wapor.org/67th-annual-conference/
http://www.wdc-jp.com/jsfs/conf/2014/index.%20html
http://www.wdc-jp.com/jsfs/conf/2014/index.%20html
http://jpa2014.com/
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☆第34回社会言語科学会研究大会  

開催日：2014年9月13日～14日 

開催場所：立命館アジア太平洋大学 

http://www.jass.ne.jp/another/?page_id=2 

 

☆2014年度統計関連学会連合大会  

開催日：2014年9月13日～16日 

開催場所：東京大学本郷キャンパス 

http://www.jfssa.jp/taikai/2014/ 

 

☆計量国語学会第58回大会  

開催日：2014年9月20日 

開催場所：東洋大学白山キャンパス

http://www.math-ling.org 

 

☆第28回日本音声学会全国大会  

開催日：2014年9月27日～28日 

開催場所：東京農工大学小金井キャンパス 

http://www.psj.gr.jp/jpn/annual-convention/28th

_2014 

 

☆日本方言研究会第99回研究発表会 

開催日：2014年10月17日 

開催場所：北海道大学 

http://dialectology-jp.org/wiki.cgi?page=%B8%A

6%B5%E6%C8%AF%C9%BD%B2%F1%2F%C

2%E899%B2%F3 

 

☆日本語学会2014年度秋季大会 

開催日：2014年10月18日～19日 

開催場所：北海道大学札幌キャンパス 

http://www.jpling.gr.jp/taikai/2014b/ 

 

☆日本教育心理学会第56回総会 

開催日：2014年11月7日～9日 

開催場所：神戸国際会議場 

https://confit.atlas.jp/guide/event/edupsych2014

/top 

 

☆第57回自動制御連合講演会  

（日本行動計量学会協賛） 

開催日：2014年11月10日～12日 

開催場所：伊香保温泉 ホテル天坊 

http://www.sice.or.jp/~rengo57/ 

☆日本計算機統計学会第28回シンポジウム  

開催日：2014年11月14日～15日 

開催場所：沖縄科学技術大学院大学 

講演申込締切：2014年9月19日 

原稿提出締切：2014年10月10日 

http://jscs.jp/sympo/28/ 

 

☆日本言語学会第149回大会  

開催日：2014年年11月15日～16日 

開催場所：愛媛大学城北キャンパス 

http://www3.nacos.com/lsj/modules/documents/i

ndex.php?cat_id=30 

 

☆第17回情報論的学習理論ワークショップ 

（日本行動計量学会協賛） 

開催日：2014年11月16日～19日 

開催場所：名古屋工業大学(チュートリアル) 

       名古屋大学 (一般講演)  

http://ibisml.org/ibis2014/ 

 

☆京都統計国際会議 

開催日：2014年年11月17日～18日 

開催場所：国立京都国際会館 

演題提出締切：2014年9月17日 

http://www.kakenhyoka.jp/conference/ 

 

☆第87回日本社会学会大会  

開催日：2014年年11月22日～23日 

開催場所：神戸大学 

http://www.gakkai.ne.jp/jss/2014/11/22000000.p

hp 

 

☆マーケティング・サイエンス学会第96回研究

大会 

開催日：2014年11月29日～30日 

開催場所：筑波大学東京キャンパス 

演題提出締切：2014年9月12日 

http://www.jims.gr.jp/conf/jims96.pdf 

 

☆2014 ANPOR Annual Conference 

開催日：2014年11月29日～30日 

開催場所：朱鷺メッセ 

http://anporniigata.org/ 

http://www.jass.ne.jp/another/?page_id=2
http://www.jfssa.jp/taikai/2014/
http://www.math-ling.org/
http://www.psj.gr.jp/jpn/annual-convention/28th_2014
http://www.psj.gr.jp/jpn/annual-convention/28th_2014
http://dialectology-jp.org/wiki.cgi?page=%B8%A6%B5%E6%C8%AF%C9%BD%B2%F1%2F%C2%E899%B2%F3
http://dialectology-jp.org/wiki.cgi?page=%B8%A6%B5%E6%C8%AF%C9%BD%B2%F1%2F%C2%E899%B2%F3
http://dialectology-jp.org/wiki.cgi?page=%B8%A6%B5%E6%C8%AF%C9%BD%B2%F1%2F%C2%E899%B2%F3
http://www.jpling.gr.jp/taikai/2014b/
https://confit.atlas.jp/guide/event/edupsych2014/top
https://confit.atlas.jp/guide/event/edupsych2014/top
http://www.sice.or.jp/~rengo57/
http://jscs.jp/sympo/28/
http://www3.nacos.com/lsj/modules/documents/index.php?cat_id=30
http://www3.nacos.com/lsj/modules/documents/index.php?cat_id=30
http://ibisml.org/ibis2014/
http://www.kakenhyoka.jp/conference/
http://www.gakkai.ne.jp/jss/2014/11/22000000.php
http://www.gakkai.ne.jp/jss/2014/11/22000000.php
http://www.jims.gr.jp/conf/jims96.pdf
http://anporniigata.org/
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☆Joint 7th International Conference on Soft 

Computing and Intelligent Systems and 15th 

International Symposium on Advanced 

Intelligent Systems (SCIS&ISIS2014) 

（日本行動計量学会協賛） 

開催日：2014年12月3日～6日 

開催場所：北九州国際会議場 

http://www.scis2014.org/ 

 

☆The 7th International Conference of the 

ERCIM WG on Computational and Methodological 

Statistics (ERCIM 2014) 

開催日：2014年12月5日～8日 

開催場所：University of Pisa, Italy 

演題提出締切：2014年9月3日 

http://www.cmstatistics.org.ERCIM2014/index.

prp 

 

☆第25回日本疫学会学術総会 

開催日：2015年1月21日～23日 

開催場所： ウインクあいち 

演題提出締切：2014年9月18日 

http://www2.convention.co.jp/jea25th/ 

 

☆AAPOR 70th Annual Conference 

開催日：2015年5月14日～17日 

開催場所： Westin Diplomat Resort & Spa, 

Hollywood, Florida 

http://www.aapor.org/AAPOR_Annual_Confere

nce.htm#.UoIK3OKGdzQ 

 

☆第31回国際心理学会 

31th International Congress of Psychology 

(ICP2016)  

開催日：2016年7月24日～29日 

開催場所：パシフィコ横浜 

演題提出：2014年9月1日～2015年5月1日 

http://www.icp2016.jp/ 

 

☆The 21th IEA World Congress of Epidemiology 

(WCE2017)  

開催日：2017年6月25日～27日 

開催場所：大宮ソニックシティ 

公募・求人情報 

 

☆電気通信大学教員公募 

1．職名・募集人数：助教(常勤，テニュア・トラ

ック助教)1名 

2．担当学部・研究科等：大学院情報理工学研究

科総合情報学専攻経営情報学コース 

3．募集分野：経営情報学(データサイエンス学，

データ工学，データマイニング，データベース，

情報処理，経営システム工学，品質システム工

学，行動計量学，応用統計学，オペレーション

ズリサーチ，人工知能，コンピュータサイエン

スに関わる研究分野) 

4．担当科目：「実験(経営情報学，基礎科学，先端

工学基礎課程(夜間主課程)専門など)」の一部と

「技術英語」の一部を担当 

学部や大学院の研究指導に係わることも可 

5．応募資格： 

・採用時に博士の学位を有しており，かつ，上記

募集分野において，優秀な研究を推進している

こと 

・自律して独創的な研究を行いうる能力を有する

こと 

・博士号取得後10年以内であること 

・ポスドクの経験，またはそれに相当する経験を

有することが望ましい 

・日本語により学生を指導できること 

・ビッグデータ解析環境の構築に関する知識を有

し，運用管理ができ，実験指導が行えること 

・プログラム言語，計算機に関する知識を有し，

プログラミングに関する実験指導，及び計算機

管理が行えること 

・経営情報学の分野でも重要性が高くなっている

顧客情報やマネジメント情報などに関するビ

ッグデータの解析に関する基礎と応用分野に

習熟し，この分野の最先端の研究ができること

社会的ニーズに基づくシステム開発など企業

との共同研究や，学際的研究分野に理解がある，

または，取り組んだ経験を有することが望まし

い 

6．採用予定日：2015年4月1日(以降のできるだ

け早い時期) 

http://www.scis2014.org/
http://www.cmstatistics.org.ercim2014/index.prp
http://www.cmstatistics.org.ercim2014/index.prp
http://www2.convention.co.jp/jea25th/
http://www.aapor.org/AAPOR_Annual_Conference.htm#.UoIK3OKGdzQ
http://www.aapor.org/AAPOR_Annual_Conference.htm#.UoIK3OKGdzQ
http://www.icp2016.jp/
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7．任期：採用日から5年間 

ただし，テニュア教員への採用が見送られた場

合は，転出等の準備のために，最長 2 年間任

期を延長することができます 

8．応募締切：2014年10月17日(金)必着 

9．問い合わせ先： 

電気通信大学総合情報学専攻 

教授  椿美智子 

電話：042-443-5268   

E-mail：tsubaki@se.uec.ac.jp 

メールでお問い合わせの場合，件名(subject)

は，「電気通信大学経営情報学分野(データサイ

エンス学)教員公募について」として下さい 

 

 

☆同志社大学文化情報学部専任教員公募 

1．募集職名：教授または准教授または助教 

2．募集人数：1名 

3．専門分野：社会学・社会心理学・経営学 

4．担当予定科目：文化情報学部の必修科目およ

び「人間と社会」他，人間社会分野のうちのい

くつかの科目 

5．応募資格： 

・博士の学位を有する者，またはそれと同等以上

の研究業績のある者 

・文理融合の理念に基づく本学部での教育・研究

に理解と熱意を持つ者 

・国籍は問わないが，本学の教育および日常業務

に支障のない日本語運用能力を有すること 

6．採用時期： 2015年4月1日 

7．募集締切日： 2014年9月30日(火)(必着) 

8．照会先：同志社大学文化情報学部事務室 

担当：(事務長)朝田邦裕 

 E-mail：jt-bnkjm@mail.doshisha.ac.jp 

9．公募情報のリンク(同志社大学) 

http://www.doshisha.ac.jp/doshisha/recruit/in

formation.html#info01 

 

 

 

 

☆平成27年度笹川科学研究助成の募集 

研究助成の詳細は，下記Webサイトをご覧下

さい 

http://www.jss.or.jp/ikusei/sasakawa/ 

 

○募集期間 

・学術研究部門： 

  2014年10月1日～2014年10月15日 

 ・実践研究部門： 

  2014年11月1日～2014年11月14日 

○問い合わせ先 

 公益財団法人日本科学協会笹川科学研究助成係 

 〒107-0052 東京都港区赤坂1-2-2 

日本財団ビル5F 

  TEL 03-6229-5365  FAX 03-6229-5369 

 E-mail：josei@jss.or.jp 

 URL：http://www.jss.or.jp 

 

 

 

会員の著書等 

 

加藤健太郎・

山田剛史・川

端一光 (著 ) 

『Rによる項

目反応理論』 

オーム社，

2014年7月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.doshisha.ac.jp/doshisha/recruit/information.html#info01
http://www.doshisha.ac.jp/doshisha/recruit/information.html#info01
http://www.jss.or.jp/ikusei/sasakawa/
http://www.jss.or.jp/
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稲葉陽二・大守

隆・金光 淳・近

藤 克則 ・辻中 

豊・露口健司・山

内直人・吉野諒三

(著) 『ソーシャ

ル・キャピタル 

「きずな」の科学

とは何か』 ミネ

ルヴァ書房，2014

年4月 

 

 

 

 

 

猪口孝(著) 『デ

ータから読む 

アジアの幸福度 

生活の質の国際

比較』 岩波書店，

2014年8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴木真理子・楠

見孝・都築章

子・鳩野逸生・

松下佳代(編著) 

『科学リテラシ

ーを育むサイエ

ンス・コミュニ

ケーション：学

校と社会をつな

ぐ教育のデザイ

ン』 北大路書

房，2014年3月 

 

 

楠見孝(編) 『な

つかしさの心理

学：思い出と感情』 

誠信書房，2014

年5月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手良向聡・大門

貴志(訳) 『臨

床試験デザイ

ン：ベイズ流・

頻度流の適応的

方法』 株式会

社メディカル・

パブリケーショ

ンズ, 2014年7

月 

(原著：Yin, G. 

(2014). Clinical 

Trial Design: 

Bayesian and 

frequentist 

adaptive methods. John Wiley; Sons, Inc.). 
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学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿して下さい．お待ちしております． 

 

和文誌：「行動計量学」 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 

アカデミーセンター 日本行動計量学会  

林 文 和文誌編集委員長 宛 

E-mail: jbehaviormetrics@gmail.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo. 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

〒182-8585 東京都調布市調布ヶ丘1-5-1 

電気通信大学大学院情報システム学研究科 

植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

E-mail: ueno@ai.is.uec.ac.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY  

(JOI) DN/JST.JSTAGE/bhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo. 

 

既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きにつ

いて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構(以下，JST)の支援を受け，本学会欧文

誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計量

学」に掲載された論文記事を創刊号(1974年)に遡

って電子化し，JSTで運用している電子アーカイ

ブサイト J-STAGE(Journal＠rchive)にて全文公

開(無償での公開)しております．電子アーカイブ

化・公開には，創刊号からの掲載論文の著作権行

使(全文電子公開)の同意を論文著者から得る必要

があります．1999年の総会以降刊行された論文に

ついては，著作権は日本行動計量学会に帰属する

よう規定が明確に定められましたが，それ以前に

掲載された記事等の著作権は，明確に定められて

おりませんでした．電子化し公開するに当たって

は，各論文の著者全員に，本学会への著作権委譲

についての文面をお送りし，多くの著者のご了解

をいただきました．現在までにお返事をいただい

ていない著者の論文は，本来は著者からの権利委

譲を待つべきですが，「行動計量学」

「Behaviormetrika」それぞれ全体の研究上の利

便性，研究者の利用の便宜等を考えて，すでに電

子化公開しております．著作権委譲についてお返

事をいただいていない著者で，電子化し公開する

ことが不都合とお考えの方は，和文誌，欧文誌そ

れぞれの編集委員会までご連絡下さるようお願い

いたします．公開を中止するなど，学会として誠

意をもって対応いたします． 

なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号(2009年)に掲載され，学会のWEB

ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html 

に掲載されていますのでご参照下さい． 

 

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html
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ご連絡 

 

日本行動計量学会会員数 (2014年8月11日現在) 

正会員       ： 781名 (海外7含む) 

準会員       ： 44名  

名誉会員      ： 14名  

賛助会員      ： 20社  

シニア会員     ： 29名  

計         ： 888名  

 

学会誌等寄贈先 ： 

 

8件 

 

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

(メールニュースの配信停止)される場合は，ご自

身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サービ

スの詳細」のページ 

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがって，マイペー

ジにログインして作業を行って下さい．よろしく

お願いします． 

(注意)2013 年 12 月中旬より配信システムが変更

されています． 

 

 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

会員専用ページへのアクセス 

 学会Webページへの「会員のみなさまへ」の会

報の「最新版」，「バックナンバー」および「過去

のメーリングリストアーカイブ」(過去のメールニ

ュース)のページにアクセスする際には，以下のユ

ーザー名とパスワードの入力が必要となります． 

ユーザー名：bsj   

パスワード：1973 

 

 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織(国立研究機関等)の

教員公募などの求人情報および賛助会員企業・団

体の求人情報は，ご依頼に応じて会報やメールニ

ュースの記事としての掲載および学会ホームペー

ジからのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であっても，

当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそれに準

じた組織(国立研究機関等)でない場合には，求人

情報を記事として配信することはできません．配

信を希望される場合には，事前に賛助会員になっ

て頂く必要があります． 

会報の広告欄への出稿(有料)については，賛助

会員であるかどうかにかかわらず，また求人広告

かどうかにかかわらず，お引き受けしています．

後述する方法で申し込んで下さい． 

 

 

会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿(有料)される広告は，以下

で受け付けています．ただし，広告は，学会の目

的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 

 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行された著

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html
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書(会報発行日に出版後2年を経過しないもの)や，

会員に関係があると思われるシンポジウム，セミ

ナー，公募情報(賛助会員企業の求人情報も含む)

などの情報を含め，会員の皆様から原稿を募集し

ております．広報依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011年度に，日

本行動計量学会では「杉山明子賞(出版賞)」が創

設されました．出版賞では，出版賞は，過去3 年

程度の間に会員によって刊行された優れた図書の

著者・訳者が対象となっています．本会報の「会

員の著書等」の紹介コーナーは，会員の方々が著

書等を出版されたことをアピールできる数少ない

場であると思いますので，優れた書籍の推薦や情

報などをお寄せ下さいますようお願いいたします．

なお，会員の方がご自身で出版された著書につい

てご連絡いただく際には，書誌情報とともに(出版

社から入手した)書影を後日お送りいただきます

ので，ご準備下さい． 

編集の都合上，発行月(3，6，9，12)の前々月の

末日まで(次号143号の場合には10月末日)にお寄

せいただければ，直近号に掲載することが可能で

す．それ以降に届いたものにつきましては，内容

を判断した上で，次号に回させていただきますの

でよろしくお願い申しあげます． 

不明な点などございましたら，広報依頼の受付

のページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 

 

 

編集後記 

今号に寄稿いただいた皆様におかれましては，

紙面を借りて，お礼申し上げます．お忙しいとこ

ろ，ありがとうございました．今後も，これまで

と同様に皆様からのご意見を参考にしながら，皆

様のお役に立てるような魅力ある充実した会報と

なるように努めていきたいと考えております．ご

意見，ご要望，その他会報に掲載すべきと思われ

る情報などございましたら，広報依頼の受付のペ

ージ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

より，ご連絡下さいますようお願い申し上げます． 

(なかやま あつほ，中山 厚穂) 

 

 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：松本渉 

 

会報作成担当：中山厚穂・阿部貴人・上野雄史・ 

江口幸治・木村邦博・城川美佳・ 

鄭躍軍・朴堯星・星野崇宏・ 

山田剛史 

 

相談役：森裕一 
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